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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成28年３月１日～平成28年５月31日）におけるわが国経済は、政府による経済政

策等を背景に、景気は緩やかな回復基調にあるものの、新興国で顕著な景気減速や円高推移等により、企業収益は

やや悪化し、個人消費についても依然低迷を続けました。

当社グループを取り巻く環境におきましても、首都圏ではやや明るい兆しが見えてまいりましたが、全国的には

公共事業の減少や予算執行の遅延等により、経営環境は引続き厳しい状況が続いております。

こうした状況のもと、当第１四半期連結累計期間の売上高は、148億82百万円（前年同期比3.2%減）、営業利益は

16億22百万円（前年同期比31.8%減）、経常利益は16億75百万円（前年同期比30.8%減）、そして親会社株主に帰属す

る四半期純利益は特別損失として役員退職慰労金等の計上もあり、６億16百万円（前年同期比59.5%減）となりまし

た。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 建機事業

建機事業の販売部門では、同業社間での受注競争の激化や貸与資産の売却の減少、賃貸部門におきましても市

況の悪化に伴う稼働率の低下や原価の高止まりが、当該事業全体に影響を与えるなど厳しい状況が続きました。

その結果、建機事業全体の売上高は、90億68百万円（前年同期比11.6%減）、営業利益は、10億95百万円（前年

同期比38.6%減）となりました。

② 商事事業

商事事業は、映像音響部門は減少しましたが、遊戯設備、商業設備等の取扱いが増加したことにより、当該事

業全体の売上高を伸長し増益となりました。

その結果、商事事業全体の売上高は、48億29百万円（前年同期比19.6%増）、営業利益は、１億96百万円（前年

同期比22.0%増）となりました。

③ 不動産事業

不動産事業は、前期購入した賃貸ビル３棟の収入により賃貸部門の売上高は増加しましたが、販売部門は宅地

分譲の取扱いが無かったこともあり、当該事業全体では苦戦を強いられました。

その結果、不動産事業全体の売上高は、９億85百万円（前年同期比8.9%減）、営業利益は、３億31百万円（前

年同期比24.2%減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ76百万円増加し、1,104億13百万円とな

りました。これは主に、商品の増加５億18百万円、のれんの増加９億14百万円、投資有価証券の増加４億26百万円、

有価証券の減少18億71百万円などによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ９億14百万円増加し、261億９百万円となりました。これは主に、１年内返

済予定の長期借入金の増加６億55百万円、長期借入金の増加８億58百万円、役員退職慰労引当金の減少６億75百万

円などによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ８億37百万円減少し、843億４百万円となりました。これは主に、利益剰

余金の減少９億44百万円などによるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は76.4%、１株当たり純資産額は1,621円09銭となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想についての詳細は、本日（平成28年７月８日）公表の「業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお

知らせ」をご参照下さい。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

(企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及

び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」とい

う。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動に

よる差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計

処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反

映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への

表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度

については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ65百万円

減少しております。

(有形固定資産の減価償却方法の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

（４）追加情報

　（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」（平

成28年法第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率

及び事業税率が変更されることになりました。これに伴い、平成29年３月１日に開始する連結会計年度及び平成

30年３月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異にかかる繰延税金資産及び繰延税金負債の計

算に使用される法定実効税率は32.2%から30.8%に、平成31年３月１日に開始する連結会計年度以後に解消が見込

まれる一時差異にかかる繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は32.2%から30.6%にな

ります。

　この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が７百万円、法人税等調整

額が２百万円、その他有価証券評価差額金が９百万円それぞれ増加し、退職給付に係る調整累計額が０百万円減

少しております。また、再評価に係る繰延税金負債が28百万円減少し、土地再評価差額金が同額増加しておりま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,887 19,137

受取手形及び売掛金 22,666 22,866

有価証券 4,259 2,388

商品 784 1,303

貯蔵品 55 47

その他 538 512

貸倒引当金 △63 △71

流動資産合計 47,129 46,183

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） 7,597 7,143

賃貸不動産（純額） 39,498 39,247

土地 5,651 5,691

その他（純額） 2,904 2,879

有形固定資産合計 55,652 54,963

無形固定資産

のれん - 914

その他 337 320

無形固定資産合計 337 1,234

投資その他の資産

投資有価証券 5,895 6,322

退職給付に係る資産 161 169

その他 1,279 1,685

貸倒引当金 △120 △145

投資その他の資産合計 7,215 8,031

固定資産合計 63,206 64,229

資産合計 110,336 110,413

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,760 8,252

短期借入金 - 190

1年内返済予定の長期借入金 - 655

未払法人税等 826 173

賞与引当金 175 377

その他 4,719 5,911

流動負債合計 14,482 15,559

固定負債

長期借入金 - 858

役員退職慰労引当金 984 308

退職給付に係る負債 91 68

その他 9,636 9,313

固定負債合計 10,712 10,549

負債合計 25,195 26,109
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,821 13,821

資本剰余金 16,627 16,627

利益剰余金 56,173 55,229

自己株式 △18 △18

株主資本合計 86,604 85,660

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 502 584

土地再評価差額金 △1,942 △1,914

退職給付に係る調整累計額 △22 △26

その他の包括利益累計額合計 △1,463 △1,356

純資産合計 85,141 84,304

負債純資産合計 110,336 110,413
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

売上高 15,381 14,882

売上原価 11,319 11,562

割賦販売未実現利益繰入額 159 142

割賦販売未実現利益戻入額 140 197

売上総利益 4,043 3,375

販売費及び一般管理費 1,663 1,753

営業利益 2,380 1,622

営業外収益

受取利息 21 18

受取配当金 9 5

為替差益 8 3

保険解約返戻金 - 22

その他 28 28

営業外収益合計 69 78

営業外費用

支払利息 27 24

その他 0 0

営業外費用合計 28 24

経常利益 2,420 1,675

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 1 0

抱合せ株式消滅差益 - 59

特別利益合計 2 60

特別損失

固定資産除却損 0 0

役員退職慰労金 - 745

特別損失合計 0 745

税金等調整前四半期純利益 2,422 990

法人税、住民税及び事業税 910 141

法人税等調整額 △7 232

法人税等合計 903 374

四半期純利益 1,519 616

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,519 616
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

四半期純利益 1,519 616

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 66 82

土地再評価差額金 59 28

退職給付に係る調整額 6 △3

その他の包括利益合計 132 106

四半期包括利益 1,651 722

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,651 722

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年５月31日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建機事業 商事事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 10,262 4,036 1,082 15,381 ― 15,381

セグメント間の内部
売上高又は振替高

57 3 ― 61 △61 ―

計 10,320 4,040 1,082 15,442 △61 15,381

セグメント利益 1,782 160 437 2,380 △0 2,380

(注) １ セグメント利益の調整額△0百万円は、棚卸資産の調整額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年３月１日 至 平成28年５月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建機事業 商事事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,068 4,829 985 14,882 ― 14,882

セグメント間の内部
売上高又は振替高

54 1 ― 56 △56 ―

計 9,122 4,831 985 14,939 △56 14,882

セグメント利益 1,095 196 331 1,622 △0 1,622

(注) １ セグメント利益の調整額△0百万円は、棚卸資産の調整額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

建機事業セグメントにおいて、当第１四半期連結会計期間より、有限会社リフテックの株式を取得し、同社及

び同社子会社の八洲商会株式会社を連結子会社といたしました。なお、当該事象によるのれんの発生額は914百万

円であります。
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